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Ⅰ 研究の目的と問題意識
本研究は，地域を活性化させるための方策を考
える学習を通して，付加価値を提案する能力の育
成をめざす授業開発をすることを目的としてい
る。特に，本研究では小学校第４学年の児童を対
象とし，小単元の題を「私たちのまち再発見！ま
ちづくりアイデアコンテストを開こう」とする。
「付加価値」とは地域資源が元々持っている価値
に，新たなアイデアの付加や異質なものとの価値
融合により生まれる価値である。価値観が多様化
し，益々変化の激しい社会の中で生きていく子ど
もたちにとって，人との協同の中で，様々な価値
を尊重し，新しいものや価値を創り出す力が求め
られてくる。そして，文部科学省が平成26年３月
に発表した報告書に挙げた21世紀を生き抜く力で
ある「21世紀型能力」が必要となる。これまでの
「どれ程知識をつけたか，何がわかったか。」に
留まらず，「何ができるようになったか」が重要
な観点になっている。1)
付加価値提案能力の育成をめざす授業では，地
域社会で起きる問題に対して，情報を収集・整理
し，判断し，最適な解決策を創造する形態をとる。
したがって，社会の問題に対して地域資源を生か
し，何ができるかを考え出す力である付加価値提
案能力は，「21世紀型能力」の基盤を成すと考える。
Ⅱ 社会科教育の性格と小学校「社会科」
の特質
「社会科教育」は，「社会認識を通じて市民的資
質を育成すること」を中心概念とする教科である
と言われている。社会認識と市民的資質は，対立
的な関係にあるのではなく，市民的資質の中身と
して社会認識が存在すると考えられる。付加価値
提案能力の育成をめざす授業は，現実社会の現状
や課題を把握し解決に向け地域資源を生かした付
加価値の提案を行う。地域の課題と格闘すること
で，子どもたちは市民的資質を身に付けることが
できるのである。
小学校，とりわけ中学年では，社会的な背景を
関連づけた思考が働き，他地域と比較したりする
見方ができるようになってくる時期である。小学
校「社会科」では，自ら資料を収集し，調べ，ま
とめたり，表現したりするような多種多様な学習
を展開し，自主的な活動が主体となる。地域社会
の問題に対して付加価値提案をするには小学校社
会科の問題解決的な学習が適している。
従来の一般的な小学校社会科地域学習では，資
料調べや見学から地域の人々の努力や工夫に共感
させ，単元の最後に「調べた」ことを新聞やパン
フレット，レポートに「まとめる」という活動に
留まることが多く，次への学習の探求がうすれて
いたのではないかと考える。一方，筆者はこれま
で小学校現場で地域の問題に対し解決策を提案す
る活動を取り入れた地域学習をいくつか行った。
例えば，地域の伝統産業の学習の終わりに伝統産
業活性化の方策を提案する活動を取り入れた。子
どもたちは意欲的に，調べてきたことをうけて「提
案」という型で意欲的に活動に取り組んだ。しか
し，その方策内容は商品の値引きや，ポスターな
どを使った商品の宣伝に留まり，付加価値を示す
ような方策を提案することはできなかった。よっ
て，本研究では，付加価値提案する活動を組み込
んだ授業構成を検討する。
Ⅲ 教育内容としての「地域及びその活性
化」をめぐる議論の把握と教育内容化の
意義
１ 地域及びその活性化をめぐる議論の整理
人々の営みの多くは地域社会で行われていよう。
地域活性化に資する付加価値提案能力の
育成をめざす小学校社会科授業開発
―第４学年小単元「私たちのまち再発見！まちづくり
アイデアコンテストを開こう」の場合―
山 本 哲 也鳴門教育大学大学院
そこで，よりよい社会の循環，社会の変化に対応
する世の中の仕組みを作り上げるために地域活性
化は不可欠となる。地域活性化には，必ずしも地
域に誇りと愛情を持った人間が必要なのではな
く，地域の課題に対して，社会のニーズに対応し
た付加価値を提案できる力をつけた人材が必要に
なると考える。どの地域で軸足をつけていても地
域活性化に資する付加価値提案能力を発揮できる
人材の育成が必要だと考える。2)
本研究の実践授業では，大阪府の東淀川区を学
習対象としている。東淀川区は，周囲を淀川や神
崎川などに囲まれ，川沿いに公園が整備されるな
ど自然環境に恵まれている。この豊かな環境を守
りながら，より多くの人たちが楽しめる場所にし
ていくことが課題となっている。また，東淀川区
は，様々な交通機関により大阪都心に直結し，利
便性が高い地域である。また，地域活動が活発な
区域も多い。それらの魅力をさらに充実させ，多
様な企業や人材をひきつけるまちにすることが課
題となっている。3)「東淀川区」という言葉で，魅
力的なまち，魅力的な企業や店，魅力的な人など
が，思い浮かぶよう，まちの良さを広く知らせる
工夫をしていこうといった目標を区は掲げてい
る。4)
大阪の都心に目を向けると，外国人観光客の増
加がここ数年顕著に表れている。それに伴い，大
阪の魅力が再発見されているという面もある。東
淀川区の交通の利便性からすれば，訪日外国人観
光客増加を機に，地域活性化を実現させ，地域の
魅力を広く知らせることができるのではないかと
考える。
「外国人観光客の増加」と「地域の付加価値の
関わり」を示すのが図１である。外国人観光客に
も魅力的なまちをつくるためには，東淀川区にど
のような地域資源があるのかをまず掘り起こして
いくことが必要となる。地域資源は，それぞれ異
なった業種にあり，異なった価値を持っている。
その地域資源どうしの掛け合わせによって価値を
融合させる。例えば，サービス業と淀川といった
異なった価値を持ったものを掛け合わすことで価
値融合が行われる。地域の魅力と外国人観光客の
ニーズを照らし合わせることで，地域の魅力を再
発見するのである。地域の付加価値はこのような
流れにより創り出され，地域活性化を起こし，ま
た外国人観光客増加という好循環を生むことがで
きるのである。
２ 教育内容化の意義
本研究の実践授業では，訪日外国人観光客の増
加という社会の変化に対応して，どのように東淀
川区を活性化するのかという事を内容化した。東
淀川区は，地域ごとの環境や文化などの特性を活
かしたまちづくり，いろいろな世代や立場の人が
笑顔で協力し合うまちづくり，社会の共感を呼ぶ
話題性のあるまちづくりを通じ，子どもたちに夢
を与えるまちを将来像として見据えている。5)ま
た，東淀川区では，子どもたちの地域活動への参
加が減ってきているという現状がある。主体性を
持って地域の運営や企画を担っていく若者の育成
が課題となっている。その解決のためにも，子ど
もたちが東淀川区の地域活性化を学び，社会の構
造の変化に目を向けながら，身近な地域のよさを
内外にアピールできる能力の基盤を育てることが
求められる。
Ⅳ 先行授業実践の特質と課題
価値判断に関わる対象・内容・方法を扱ってい
る授業論である「共感的理解型授業」，「価値分析
型授業」，「提案型授業」という３つの類型を設定
し，先行する実践の特質と課題について明らかに
していく。
―３２―
（図１）「外国人観光客の増加」と「地域の
付加価値」の関わり
１ 「共感的理解型授業」の特質と課題
本類型は，自己を他の人の立場に置き換え，他
の人の役割や態度，願いに感情移入や共感するよ
う構成されている授業である。事例として，大阪
市小学校教育研究会社会部が指導計画した「大阪
府の特色ある地域のくらし」を取り上げ検討す
る。6)
本授業は，伝統工芸品である堺打刃物について
調べ，堺打刃物に関わる人々の工夫や願い，努力
について考えることで，地域のよさや特徴を理解
し，関心を深め，誇りと愛情をもつことをねらい
としている。職人が一生懸命に包丁を作り，
ミュージアムの人たちがイベントを開催するなど
包丁作りの未来に向けた取り組みをしている理由
を考えることにより，堺の包丁づくりに対する価
値を子どもたちが認識する授業である。知識や見
方・考え方とともに，既存の価値の習得を重視し
ているため，子どもが新しい理解や価値を創り出
す力が身に付かず，学習に対して受け身の姿勢に
なることが予想されるという点で課題が残る。
２ 「価値分析型授業」の特質と課題
本類型は，子どもたちが，社会的な論争問題に
対する当事者の価値的判断を分析し，その判断基
準を解明するとともに，子ども自らが新たな判断
基準をつくり出していく授業である。事例とし
て，梅津正美氏らが開発した「基本的人権につい
て考えよう―まちづくりは誰のために―」を取り
上げ，検討する。7)
この授業は，阪神淡路大震災後の復旧過程にみ
られる区画整理が，「災害に強いまちづくり・住
みよいまちづくり」という目標のもと，公共の福
祉に寄与するという考えの一方，個人の財産権や
住居の自由といった個人の人権にどう配慮するか
という葛藤を学習内容としている。子どもたち
が，多様な生活の視点から，社会的問題解決のた
めに提案された政策の背景や条件を分析し，それ
を評価する判断基準をつくりだしていくように展
開している。社会問題解決のための政策提案を，
生活者の視点から評価し，再構築することができ
る能力，すなわち政策批判能力をもった「反省的な
生活者」の育成をめざしていることに特質がある。
社会的論争問題の事実認識形成，協同的な価値
形成はなされているが，社会的論争問題解決のた
めの方策を創り出す能力形成は弱いという課題が
残る。
３「提案型授業」の特質と課題
本類型は， 社会的自己認識の育成を目的とし，
出力型授業観に立つ授業づくりであり，学習過程
に提案する活動を取り入れている授業である。事
例として，池内薫氏が実践した第４学年「ちょっ
と待った！関空橿大阪ノンストップ －泉州途中
下車大作戦－」を取り上げる。8)
単元の設定のきっかけは，ある男の子が新聞記
事を持ってきたことである。その記事は，世界の
旅行業者に行ったアンケートで，関空はよく知ら
れているが「関西」を理解している人は少ないと
いう結果が出たというものである。そこで，地
元・泉州地域の国際都市化と発展を願って，この
単元が提案型で設定されたのである。
第一時で，関西空港開港と地元・泉州地域との
関連性，現状を分析する。第二時以降，泉州地域
の国際都市化のためのアイデアを出し合う，出力
重視の授業構成となっている。提案プロジェクト
を考えていくうえで現実的な物事の判断ができる
ように仲間同士の話し合い活動“提案のみがきあ
い”を取り入れている。そこでのポイントは“実
現性”と“将来性”である。単に提案の数を減ら
すだけでなく，それぞれの提案をメンバーでそれ
ぞれの角度から意見を出し合いアイデアの原石を
みがくことがなされている。
本授業においては，地域の魅力の再発見，地域
資源を生かした提案に課題が残ると考える。将来
子どもたちが価値多元化する社会に対応できるよ
うに，地域の資源に異業種との価値を融合するよ
うな提案ができるような授業構成を組む必要があ
ると考える。
Ⅴ 付加価値提案能力の定義
付加価値提案能力とは，社会に存在する既存の
価値とそれとは異質な価値を融合させることによ
り，新しい価値を提案する能力である。
地域の付加価値を提案する授業においては，社
会の構造の変化に対して，もともと価値ある地域
資源に新たな価値を融合させることで，地域を活
性化させている事例を知る。そして，身近な地域
資源について調べ，今まで気づかなかった地域資
源の良さを掘り起こし，地域活性化に資する付加
価値を提案する能力の育成をめざしている。
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Ⅵ 地域活性化に資する付加価値提案能
力の育成をめざす授業構成論
１ 内容構成論
学習内容は次の４つを柱立てにして選択・構成
する。①地域活性化を要する課題の認識，②課題
の要因である社会構造の変化（少子高齢化・グ
ローバル化など）に対する認識，③付加価値を生
み出す地域資源の理解，④他地域での地域活性化
に資する付加価値提案の比較。
２ 授業過程・方法論
小単元は，次の４つのパートで構成する。パー
ト１では，地域の現状把握と課題の明確化を行
う。パート２では，子どもたちが既に持っている
知識，または子どもたちの目の前に見える事実を
もとに，地域課題に対する直感による予想的提案
をする。9)パート３では，地域資源における価値や
課題を詳しく認識した上で，資料をもとに根拠を
伴い，個人の価値判断によって導き出す価値的提
案をする。10)パート４では， 価値的提案内容を相
互に検討し，より価値的で現実性のあるものとし
て選択することによって導き出す，実践的提案を行
う。11)ここでは，元ある地域資源の価値と，異なる
分野の価値とを融合させることによって付加価値を
生み出す。提案は，学習により得た社会認識や仲
間の意見との相互作用により，予想的提案から実践
的提案へと価値的に高まるのである。（図２参照）
第１の方法は，比較・検討である。学習対象と
する地域の現況と，課題に対する方策を，他地域
で行われている方策と比較・検討する。主に学習
過程パート１で用いられる方法である。
第２の方法は，グループ討議である。付箋紙に
書き出した提案内容を，仲間と協同で価値的に高
めていくのに有効な方法である。主に学習過程
パート３，パート４で用いられる方法である。
３ 学習評価論
学習を通して地域活性化に資する付加価値提案
能力の育成が達成されたかどうかの学習評価を主
に形成的評価で行う。授業過程パート２の予想的
提案からパート３の価値的提案でどのような提案
の変化が個人に表れているのかを付箋紙に書いた
内容と班での話し合いの発言を検証していく。ま
た，パート４の実践的提案の班での話し合いの発
言，アイデアシート，そして発表内容から評価す
る。
Ⅶ 第４学年小単元「私たちのまち再発
見！まちづくりアイデアコンテストを
開こう」の開発
１ 小単元の目標
外国人観光客増加という社会の変化を認識し，
魅力的なまちづくりという地域の課題に対して仲
間と協同することにより，異なった価値を融合
し，地域の資源に対して付加価値を提案できる能
力を育成する。
２ 授業展開の論理
第１時と第２時の導入では，大阪をはじめ日本
各地で外国人観光客増加に伴う，地域活性化がな
されている事例を把握し，身近な地域と比較・検
討する。第２時と第３時では，地図やヒントカー
ドをもとに，身近な地域のどの場所や物で，どの
ようなことをすれば外国人観光客に人気が出るの
かを個人で考え，付箋紙に書き出す。すなわち予
想的提案である。第４時と第５時で，地域資源を
詳しくインターネットで調べる。そして，班で考
えを練り合い，アイデアを増やしていき，価値的
提案をする。第６・７・８時では実践的提案とし
て，班のアイデアを掛け合わせながら一つに集約
し，より価値と価値の融合を図る。最後に，まち
づくりアイデアコンテストを開き，アイデアを表
現する。
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（図２） 提案の価値的な高まり【筆者作成】
３ 授業計画
◎は各パートのＭＱを， ○は各パートのＳＱを，・は各パートのＳＳＱを表す。
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児童の反応・学習内容教 授 ・学習活動
教師の指示・発問・説明
資料番号
 外国人観光客が増えているということだと思い
ます。
 大阪が外国人に人気の観光都市になっている。
 外国人旅行者は日本の食事を楽しみにして訪れ
ている。
 食事だと思います。
「食いだおれのまち」だと思います。
 ショッピングを楽しみにしている外国人が多い。
 店の人は，外国人旅行者に対応するために看板表
示などの工夫している。
 お菓子を作っていると思います。
 日本人には当たり前だと思っていたものが，外国
人には魅力的である。
 新鮮な魚介類がその場で食べられることが外国
人には珍しかったから。
 市場に「食べ歩き」という楽しみをプラスした。
 外国人は本物のおいしさ，日本でしか手に入らな
い珍しさを求めている。
T．発問する
C．考える
T．発問する
C．考える
T．発問する
C．考える
T．発問する
C．考える
T．指示する
C．考える
T．発問する
C．考える
T．説明する
T．発問する
C．考える
T．発問する
C．考える
T．説明する
関西空港の写真と大阪難波で
撮影された写真にはどんな関
係があるでしょうか。①②③
これは，アジアの国の人に聞
いた海外旅行先の人気都市ラ
ンキングです。どこが今，人
気でしょうか。④
◎大阪を訪れる外国人観光客の
今を考えよう。
外国人旅行者が日本旅行前に
楽しみにしていることで一番
多いのは何でしょう。⑤
大阪は「○○○○○のまち」
と言われています。
アジアの人たちが日本での旅
行で楽しみにしていることがあ
るのですが何だと思いますか。
この写真を見て，大阪のお店
の人の工夫を見つけましょ
う。⑥⑦
これは何をしている写真で
しょうか。⑧ 外国人に対す
るアンケートで“日本のかっ
こいい”にもランキングされ
ています。⑨
世界でもめずらしい食品サン
プルに外国人観光客は興味
津々です。⑩⑪
大阪の黒門市場では，外国人
観光客でにぎわうようになり
ました。どうしてでしょう。
⑫⑬⑭⑮⑯
なぜ，5000円もするホタテ貝
柱が飛ぶように売れるので
しょう。⑰
日本でしかできないこと，日
本にしかないものを外国人観
光客は楽しんでいるのですね。
１
地
域
の
現
状
把
握
と
課
題
の
明
確
化
配
当
１
時
間
―３６―
児童の反応・学習内容教 授 ・学習活動
教師の指示・発問・説明
資料番号
 日本人の生活，日本人との交流です。
 岐阜県飛騨市古川町では，自転車で飛騨地域を
めぐるガイド案内付きツアーが外国人に人気だ。
 日本の文化に体験をプラスするという工夫に
よって人気を呼んでいる。
 自分の住んでいる地域にはあまり外国人観光客
は見ないな。
 外国人観光客に魅力的なものが東淀川区にない
のかな。
 私たちのまちの魅力を見つけて，外国人観光客
でにぎやかになるように考えよう。
 淡路商店街でイベントをしよう。
 淀川でレストランを開こう。
 東淀川には公園や神社が多いな。
 神社を回るスタンプラリーはどうだろう。
 淀川の花火やマラソン大会は知っていたよ。
 タイには水かけ祭りやランタン祭りで世界中か
ら観光客が訪れている。
 東淀川区にも桜やこぶしの花が咲いている。
 東淀川区の特産品を買える自動販売機を上新庄
駅前に設置しよう。
T．発問する
C．確認する
T．発問する
C．考える
T．説明する
T．説明する
T．発問する
C．考える
T．発問する
T．指示する
C．考える
T．指示する
T．指示する
C．考える
アメリカ人観光客が日本を訪
れる前に楽しみにしているこ
との３番目に多かったのは何
でしたか。⑤
これは何をしている写真で
しょうか。⑱⑲
京都では日本料理を作る体験
が外国人観光客に大人気で
す。⑳
伊賀では忍者体験ツアーが人
気です。
みんなが住んでいる東淀川区
は，すぐ隣に新大阪駅がある
のに，なぜ，外国人観光客をあ
まり見かけないのだろう。
◎東淀川区を外国人観光客にも
魅力的なまちにするにはどう
したらよいだろう。
「私たちのまち再発見！まち
づくりアイデアコンテスト」
を開こう。
班で協力して，コンテストに
出すアイデアを考えよう。
みんなが住んでいる東淀川区
にしかない場所，物をこのよ
うに工夫すれば外国人に人気
になるといったことを，まず
は個人で考え，付箋紙に書い
て模造紙に貼りましょう。
ヒントカードを12枚渡しま
す。それをヒントに新たなアイ
デアを考え出してみましょう。

２
地
域
課
題
に
対
す
る
予
想
的
提
案
配
当
２
時
間
 淀川 スーパー銭湯 淡路商店街 神社 公園
神戸屋パン プチプランスのバームクーヘン
 丸赤製菓のウイスキーボンボン 英華堂
 外国人がハマった世界に誇る日本食ランキング
50→１位は寿司だ。天ぷらは４位だ。
 東淀川区の紅葉スポットには永春寺や円乗寺な
どお寺が多い。
 ケーキ屋のプチプランスは有名で色んなデザイ
ンのケーキを作っているな。
 大阪駅にも着物レンタルの店がある。
 和菓子の英華堂では今，“大阪華かりん”という，
かりんとう饅頭が人気だ。
 神社のお参りとサイクリングを掛け合わそう。
 桜を見たい外国人が多いから，大学前の桜並木
でイルミネーションをしてみてはどうだろう。
T．発問する
C．考える
T．指示する
C．調べる
T．指示する
C．考える
東淀川のどの場所や物を対象
とした「まちづくりアイデア」
が挙がりましたか。
・アイデアを考え出すのに必要
な情報をインターネットで調
べましょう。
◎ここからは班で話し合いなが
ら，アイデアを書いた付箋を
増やしていこう。
３
地
域
課
題
に
対
す
る
価
値
的
提
案
配
当
２
時
間
―３７―
児童の反応・学習内容教 授 ・学習活動
教師の指示・発問・説明
資料番号
 外国人は温泉に興味があるので，足湯でつかりな
がら淀川の花火を見るのはどうだろう。
 淀川に花火が見ることができる旅館を作っては
どうだろう。
 外国人は日本の食べ物を楽しみにしているので，
食のイベントがいいと思う。
 自動販売機も外国人にとって珍しいから，会話が
できる自動販売機をまちに設置するのはどうだ
ろう。
 淀川でボートレースをしよう。
 ウイスキーボンボンに外国人が好みの味を入れ
るのはどうだろう。
 このアイデアでは，私たちの地域でなくてもで
きることだな。
 日本らしいものをアピールするべきだ。
 淀川の水を海水にして海に魚を放してはどうか
な。淀川のレストランでその場で獲った魚を提
供するのはどうだろう。
T．質問する
C．答える
T．質問する
C．答える
T．発問する
C．考える
T．発問する
C．考える
付箋に書き出したアイデア
が，本当に東淀川区ならでは
のアイデアで，外国人観光客
にとって魅力的なものになっ
ていますか。
アイデアは外国人のニーズに
合っていますか。
淀川イベントをするってどん
な内容なら淀川の良さが出せ
るだろう。
出たアイデアは，本当に東淀
川区でしかできないことで
しょうか。
 新大阪駅出発でバスツアーをする。着物を着ても
らって東淀川区の神社を案内する。外国人は伝統
的なものが好きだから着物がいいと思う。
 東淀川区でたくさん作られているウイスキーボ
ンボンをアピールするのに温泉と掛け合わすの
はどうかな。温泉に入ったあとにウイスキーボン
ボンを食べてもらおう。
 有名なケーキ屋のプチプランスでケーキを作る
体験ができるようにしよう。淀川の景色を見ても
らった後に，淀川をイメージしたケーキがいいよね。
 絵を大きく描いてみんなに見えるようにしよう。
「着物レンタル」と「バスツアー」と「神社」を
組み合わせました。
 淀川をライトアップさせて，温泉につかりながら
その美しさを見てもらおうと考えました。そのあ
と東淀川の特産品のウイスキーボンボンを食べ
てもらいます。
 淀川でレストランを開くことにしました。ボラン
ティアに淀川をきれいにするのを手伝ってもら
います。上新庄の温泉から淀川のレストランに行
く日帰りツアーも計画します。
 栄華堂のかりんとうまんじゅうに外国の国旗を
デザインしようと考えました。
 なぜ，かりんとうまんじゅうに国旗を描くこと
を思いついたのですか。
T．指示する
C．話し合う
T．指示する
C．デザイン
シートを
作成する
T．指示する
C．絵に表す
T．指示する
C．考える
T．指示する
C．発表する
T．指示する
C．質問する
コンテストに出すアイデアを
班で一つに絞ろう。東淀川区
だからできるアイデア，これ
なら外国人にも魅力的だとい
うアイデアを班で一つ出しま
しょう。
〇コンテストに出すアイデアを
もとに班でデザインシートを
作成しよう。
▽アイデア名
▽対象（物・場所・会社など）
▽テーマ
（こんなことできるかな）
▽ねらい
（こんな理由でこうしたい）
班のアイデアを画用紙に絵な
どに表して形にしよう。
アイデアがうまく相手に伝わる
ように発表のセリフも考えよう。
班で考えたアイデアを発表し
ましょう。
質問や感想はありませんか。
４
地
域
の
課
題
に
対
す
る
実
践
的
提
案
配
当
３
時
間
―３８―
児童の反応・学習内容教 授 ・学習活動
教師の指示・発問・説明
資料番号
 かりんとうまんじゅうに外国人観光客の出身の
国の国旗が描かれていると嬉しくてお店に集
まってくると思うからです。
 淀川でボートは乗れるのですか。
 インターネットで調べると，乗れるとありました。
 バスツアーは一年中やっていますか。
 夏は花火大会，秋は紅葉，冬は温泉，春は紅葉が
楽しめます。
 なぜ，バスツアーにしたのですか。
 着物なので移動しやすいようにしました。
 自分でケーキを作れるのが，外国人に人気が出る
と思いました。「淀川ケーキ」という名前も良
かったです。
 神社という文化的な所で外国人が楽しんでくれ
ると思いました。
 淀川の魚を釣ってそのままレストランで調理し
て食べることができるというアイデアは思い浮
かばなかったです。
 東淀川オリジナルの，ケーキを作るというアイデ
アは，私たちの班には出なかったな。
 人に自分の考えをうまく説明できるようになりたい。
 自分のアイデアだけでは物足りなかったが，友達
のアイデアと組み合わせることで完璧になった。
 もっと淀川らしさを出したアイデアを考えられ
たらよかった。
 これからも色々なアイデアを考えたい。
T．指示する
C．投票用紙
に記入す
る
T．集計結果
を発表す
る
C．感想を書
く
よかったと思うアイデアを一
つ選んで投票しましょう。投
票用紙には選んだ理由も書き
ましょう。
投票結果を発表します。優勝
は１班の「ケーキ作り体験・
ボートに乗って楽しもう」で
す。
学習の感想を書きましょう。
授業資料について
資料①②③難波道頓堀の写真〔筆者撮影〕 資料④15年上半期海外旅行人気都市ランキング出典：エク
スぺディア 資料⑤外国人旅行客が日本をおとずれる前に楽しみにしていること。出典：エクスぺディ
ア 資料⑥⑦難波の商店の写真〔筆者撮影〕 資料⑧⑩⑪難波にある食品サンプルの店の写真出典：J-
Net21 資料⑨外国人から見た日本の「かっこいい」出典：ＮＨＫＢＳ放送『cooljapan』 資料⑫⑬⑭
⑮⑯⑰黒門市場の写真出典：wedgeinfinity 資料⑱⑲岐阜県飛騨市古川町の写真出典：J-Net21 資料
⑳京都の旅館の写真出典：J-Net21 資料三重県伊賀の写真出典：Jタウンネット三重県 資
料東淀川区地図出典：東淀川区HP 資料東淀川区の花「こぶしの花」出典：大阪市HP 資料タ
イの水かけ祭出典：Shuterstock 資料四国お遍路出典：伊予鉄不動産 資料淀川マラソン出典：財
団法人河川環境管理財団 資料タイのランタン祭り出典：FindTravel資料ウイスキーボンボン出
典：株式会社丸赤製菓 資料淀川花火大会出典：東淀川区なんかする会事務局 資料盆踊り出典：
ファッションプレス 資料桜出典：Viewhaloo 資料新大阪駅新幹線出典：YouTube資料東淀川
ブランド出典：東淀川区HP 自動販売機出典URLminkara.carview.co.jp
Ⅷ 授業評価について
本実践の中で，授業のねらいである地域活性化
に資する付加価値提案能力が身に付いたかどうか
という達成度を評価するため，授業過程パート２
の予想的提案からパート４の実践的提案までに児
童が書き出した付箋紙，班での討議の中での発言
をもとに評価基準を定めた。
Ａ（十分満足できる）：仲間との協同の中で，地
域資源の価値に異なる価値を融合させることに
より，地域活性化に資する付加価値を生み出す
ことができている。
Ｂ（概ね満足できる）：地域活性化の対象となる
地域資源を選択し，それについて調べて理解し，
その地域資源に付加価値を提案することができる。
Ｃ（不十分である）：地域活性化の対象として選
んだ地域資源の特徴を理解して，地域活性化に
成功した他の事例から発展した，オリジナルの
提案が不十分である。
上記の基準に基づいて，学習評価を行い，次の
ような結果を得た。20人中，Ａが４人，Ｂが６人，
Ｃが10人であった。以下に，Ａ評価となった１名
（児童①），Ｂ評価となった１名（児童②）を抽
出して，それぞれの提案を取り上げる。
抽出児童①
予想的提案（東淀川区を外国人観光客にも魅力的
なまちにするにはどうしたらよいだろう。）
→児童①付箋紙「花見と花火で外国人に楽しんで
もらう。」
価値的提案（調べたことをもとに班で話し合いな
がらアイデアを出そう。）
→児童①「上新庄に新しく天然のスーパー銭湯が
できたよ。外国人は温泉を楽しみにしているの
で，ここを外国人観光客にアピールしよう。足湯
と日本の食事を組み合わせてアピールできないか
な。でも，この銭湯には食事するスペースがない
ようだよ。」
実践的提案（アイデアコンテストに出すアイデア
を班で一つ決めよう。）
→班の仲間「淀川の横で食事ができるようにした
らどうだろう。外国人観光客には寿司が人気だか
ら淀川で釣った魚をすぐに食べられるようにしよ
う。」
→児童①「上新庄のスーパー銭湯から，バスを出
して淀川のレストランで寿司が食べられる日帰り
ツアーを出してはどうだろう。釣って，食べて，
温泉に入れたら外国人観光客に人気が出そうだ。」
外国人観光客が温泉に興味があり，身近な地域
に天然のスーパー銭湯があることを知った児童Ｂ
は，この地域資源で外国人にアピールできないか
と考えた。そこで，友達が淀川に目を付けて，魚
釣りと食事ができる施設を考えていたので，その
アイデアと温泉を掛け合わせることを提案した。
地域資源の価値を仲間との協同の中で融合させ，
付加価値を提案していた。よって，Ａ評価とした。
抽出児童②
予想的提案（東淀川区を外国人観光客にも魅力的
なまちにするにはどうしたらよいだろう。）
→児童② 付箋紙「海外の料理を作る」
価値的提案（調べたことをもとに班で話し合いな
がらアイデアを出そう。）
→児童② 「東淀川区では英華堂というお菓子屋
が，かりんとう饅頭を作っているので，かりんと
う饅頭に外国のマーク（国旗）を付けるのはどう
だろう。これが有名になれば外国人観光客が買い
に東淀川区に集まって来るぞ。」
実践的提案（アイデアコンテストに出すアイデア
を班で一つ決めよう。）
→児童②「～さんのお祭りの日に外国の料理を屋
台で出して，花火やイルミネーションを楽しんで
もらう考えはいいと思うけど，やっぱり英華堂の
かりんとう饅頭に外国のマークを入れたら，外国
人が喜んでくれると思うので，このアイデアをア
イデアコンテストに出そうよ。」
この児童の場合，価値的提案で地域のブランド
であるかりんとう饅頭に新たな価値を付け加える
まではよかった。だが，実践的提案の時間に，仲
間との協同，価値と価値との融合による更なる提
案の価値的高まりが見られなかった。仲間のアイ
デアは尊重しつつも，自分が考えたアイデアに価
―３９―
値的な深みをもたらすことができず，結果的に自
分のアイデアをそのまま班の案として押し切った
流れになったためＢ評価に至った。
Ｃ評価になった児童は，教師が用意したヒント
カードにある事例をそのままそっくり自分のアイ
デアに取り入れるなど，提案内容が予想的提案か
ら発展できず，地域資源に付加価値を提案するこ
とはできなかった。
Ⅸ 本研究の成果と課題
これからの変化の激しい社会では，変化を予測
し，価値と価値を融合させ付加価値を創り出すこ
とが要求される。地域資源に目を向け，その良さ
を再発見できる地域活性化に資する付加価値提案
能力の育成は，授業の工夫によっては小学校第４
学年で培うことができるということを実践から実
証できたのではないかと考える。資料提示や付箋
紙を活用するなど学習活動を工夫した中で，地域
課題の把握の段階で，他地域で行われている地域
活性化の様子を知り，身近な地域との比較を取り
入れたことは，特に効果があったのではないかと
考える。
次に本授業開発の課題を以下に述べる。Ｂ評価
に留まる児童が６人いたことは，討議力の向上が
図れなかったことに要因があると考える。４人で
１つの班になりコンテストに出すアイデアを出し
合ったのだが，付加価値を提案するためにはさら
に人数を増やし討議を重ねることが必要だったと
考える。学習方法をコンテスト形式ではなく，学
級が一体となって意見を交わし，提案活動に取り
組む形式にしてもよかったかもしれない。友達の
生み出したアイデアから新たな発想のヒントを発
見し，自らの意見も友達の意見に付加するといっ
たアイデアのさらなる練り合いが必要だったと感
じた。
Ｃ評価の児童が10人と，クラスの半数に至った
ことには，以下の問題があったと考える。まちづ
くりを提案するにあたり，子どもたちにフィール
ドワークの機会を与えなければ提案に価値的な高
まりを欠いてしまうということである。小学４年
生にとっては，２年生や３年生で社会見学に行っ
た店や施設以外は馴染みが薄く，認識が乏しい状
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態であった。そこで身近な地域について調べる際，
現代の学習環境では，すぐにほしい情報を得るこ
とができるインターットがある。しかし，インター
ネットでは現場の切実な課題や，人々の思いまで
なかなか知り得ることが難しく，断片的な情報収
集になってしまう。付加価値を提案するためには
社会の流れや現場のニーズを把握しなければ思い
つきだけのアイデアに留まってしまう。そのため
にもフィールドワークを行い地域の資源を生で見
て感じて，現場の人に話を直接聞くことで，地域
資源の良さと課題を再発見することが大切であ
る。
